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「社会資本の活性化を先導する
 歩行圏コミュニティづくり」

２．富山県富山市のまちづくり

研究開発プロジェクトの概要

・公共交通の活性化
・公共交通沿線地区への居

住促進
・中心市街地活性化

■公共交通を軸としたコンパクトなまちづくり

高齢者向けマンション

会員制コミュニティサイクル

中心商業地区「総曲輪グラン
ドプラザ」前を走るセントラム

ICカード（セントラム用(右）・
コミュニティサイクル用（左））

温泉水を活用した介護予防センター

３．プロジェクトの目標

研究開発プロジェクトの概要

コンパクトシティを標榜する富山県富山市中心市街
地を対象に、本PJで開発中の「歩行補助車」をツールと
して活用することで、

元気なお年寄りはもちろん、身体が弱くなったお年寄
りも積極的に街に出て、生活を楽しむことのできる歩行
圏コミュニティを形成する。

歩行補助車が高齢者の生活を助け、その地域で見慣れた風景
になる。それが私たちが目指す高齢社会のデザインである。

23年度後半 24年度 25年度 26年度前半

①プロジェクトチーム「歩行圏コミュニティ研究会」の構築と運営

⑤歩行

補助車の

準備

一次試作機の

カスタマイズと

安全試験

⑥社会実験１

虚弱高齢者を

対象とした歩行

支援の実施と

効果の評価

【成果創出】都市中心部における

歩行圏コミュニティ実現の条件

④各事業の計画と実施

⑧報告

書作成

と結果

公開

⑦社会実験２

コミュニティを対象とした歩行支援の

実施と効果の評価

③プロジェクト終了後における持続可能な方策の検討

プロジェクトＡ

プロジェクト

チームの結成と

体制整備

プロジェクトＢ

虚弱高齢者を

対象とした

歩行支援の

プロジェクトＣ

コミュニティを

対象とした

歩行支援の

実施と評価

②全体構想の構築と共有化

全体計画

大学 富山市行政 地区 その他
理事・副学長 副市長 自治振興会 地元企業

医学部看護学科 都市整備部 長寿会（福寿会） その他

芸術文化学部 福祉保健部 長寿会（白西会）

人間発達科学 環境部 長寿会（西鳳会）

工学部 富山市市保健所 長寿会（三寿会）

地域連携推進機構 星井町地区センター 長寿会（星寿会）

学生 角川介護予防センター 長寿会（万寿会）

（株）まちづくりとやま 長寿会（宝来会）

進捗状況（H24年度）

１．富山大学歩行圏コミュニティ研究会

■富山大学、富山市行政、星井町地区住民、その他でプロジェクトチーム「ホコケン」
を組織し、全プロジェクトを協働で進める。

一次試作機 新型歩行車

・カスタマイズ
立ち上がり機能
姿勢保持機能、

水平スタッキング機能

・安全試験

進捗状況（H24年度）

２．歩行補助車

１．研究背景

研究開発プロジェクトの概要

■都市中心部（まちなか）で進展する高齢化の問題。まちなかの魅
力である「賑わい」を基盤とした健康支援のあり方が課題である。

■まちなか高齢者の健康課題
まちなかに住んでいても、生活圏は町内会程度。その理由は、

①歩行が不自由
・足（腰・膝）が痛い
・歩くと疲れる
・長時間歩けない/立っていられない

②外出意欲の低下
・おっくう
・行きたいところがない

■高齢者の健康増進要因である「外出」と「交流」の促進を引き
出すための、まちなかの「賑わい」を生かした工夫や環境整備が
重要である。

JR富山駅
星井町地区
■富山市中心商業
地区に隣接

■商業／住宅地区

■人口データ（平成
22年9月末）
【人口】2677人
【世帯数】1212世帯
【高齢者割合】
33.3％（市平均24.2％）

【一人暮らし高齢者
割合】9.1％（市平均

7.2％）

【長寿会会員数】
約500人

研究開発プロジェクトの概要

４．対象コミュニティ①

研究開発プロジェクトの概要

４．対象コミュニティ②（星井町地区）
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富山県職員（保健師）、富山医科薬科大学看護学科助手、同講師を経て、2007 年から富山大学
大学院医学薬学研究部（地域看護学講座）准教授。富山大学大学院経済学研究科地域経済政策専
攻修了（経済学修士）、同大学院生命融合教育部生体情報システム科学専攻修了（工学博士）。専
門は公衆衛生看護。個別的な対応や個人の努力だけでは解決しない健康問題を解決するための組
織的・環境的支援のあり方の探求が課題である。
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富山大学大学院医学薬学研究部 准教授


